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ＸＭＬ，Webサービスの

普及と標準化を目指して
-ＸＭＬコンソーシアム活動のご紹介-

２００４年６月８日

XMLコンソーシアム

副会長＆運営委員会議長 田原 春美

（日本アイ･ビー･エム株式会社）
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 本日のご説明

�XMLｺﾝｿｰｼｱﾑの概要

�３年間の活動成果

�ＸＭＬ、Webサービスの現状

�XMLｺﾝｿｰｼｱﾑ今後の活動について
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ＸＭＬコンソーシアムの概要①

�活動目的 （2004年6月8日現在）

日本におけるXML（eXtensible Markup Language）、
Webサービスを利用したシステムやサービスの普及、啓蒙

およびＸＭＬによる標準化を推進する非営利団体

�構成

会長 NTTソフトウエア（株）取締役相談役 鶴保 征城

会員数 217法人会員（70％強＝IT関連企業）

理事会 21社
運営委員会 14社23名
XMLコンソーシアム エバンジェリスト 23名
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■XMLコンソーシアムの歩み
2001年 6月 XMLの普及促進を目指し 3年3期の活動開始

10月 ＋ Webサービスへの取り組み
2002年 6月 ＋ 標準化への取り組み
部会: 技術系：3部会、啓蒙系：1部会、標準化：3部会
推進委員会：Webサービス推進委員会、標準化推進委員会

*****************************************************
2004年 6月 会期をはずし活動継続へ

＋ SOAへの取り組み

■特徴 中立性
一社ではできない活動を実施
競合他社の連合だから可能な活動を実施

人的ネットワーク作りを重視
成果物の公開

 ＸＭＬコンソーシアムの概要②
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XMLコンソーシアム組織
（2004年6月8日現在）

総 会

監 事

事 務 局

理 事 会

運営委員会
情報収集発信
渉外
セミナー・イベント企画
広報
運用規則
Webサービス推進委員会
技術小委員会
マーケティング小委員会

標準化推進委員会

XMLテクノロジー部会
Webサービス
セマンティックWeb
XML-DB
複合コンテンツ

応用技術部会
Webサービス
DB
PDA

セキュリティ
NewsML

VoiceXML部会
仕様和訳
アプリケーション検討
技術検討
情報発信

ドキュメント部会

ContactXML部会
ContactXML標準化推進
IPACT

TravelXML標準化部会
標準化作成
普及・啓蒙

Contents利用情報標準化部会
標準化作成
普及・啓蒙
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3年間の活動実績

�総会 5回
�理事会 5回
�運営委員会 56回
�主催セミナー 30回 出席者 3,472名
�部会成果発表会 8回 25日 出席者 2,940名
�講演活動 32回 63名
�執筆活動 25回
�催事の後援 30回
�プレスリリース 15回
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部会活動の成果－技術系部会①

�テクノロジー部会：

W3Cワーキングドラフト日本語訳版の作成

XML QueryCases, XPath 2.0
テクノロジーMap、補足用語集

XMLテクノロジー通信メルマガ発刊

�応用技術部会

NewsMLを利用したWebサービス接続実験

観光情報集配信Webサービス実証実験

TravelXML実証実験

Security関連仕様実装デモ

SAML、XML Signature，XML Encryption
8
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ＸＭＬテクノロジー部会技術マップ

セキュリティ関連XML規格一覧

（応用技術部会セキュリティＷＧ 提供）

認証
機関

A
企業

B
企業

C
サイト

D
サイト

鍵の登録
証明書

XML-Signature
W3C:勧告、RFC3275

2002-02-12
Decryption Transform

W3C:勧告
2002-12-10

署名後の
暗号・復号

XACML
OASIS:標準
2003-02-06

情報

XPath Filter 2.0
W3C:勧告

2002-11-08

Exclusive XML C14n 1.0
W3C:勧告

2002-07-18

XKMS 2.0
W3C:勧告候補

2004-04-05
XML Encryption

W3C:勧告
2002-12-10

XML文書の
正規化コンテンツの

詳細指定
Canonical XML 1.0

W3C:勧告、RFC3076
2001-03-15

電子署名

SAML 2.0
OASIS:WD10
2003-04-12

XACML 1.1
OASIS:CD
2003-08-07

SAML 1.1
OASIS:標準
2003-09-02

認証と承認

XACML 2.0
OASIS:WD09
2004-04-16

情報アクセ
スポリシー

暗号・復号

WS-Security 1.0
OASIS:標準
2004-04-06

SOAPの

暗号・署名・認証情報
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HTTP*
SMTP*

EDIINT
S/MIME

MIME*

EDIINT

EDIINTEDIINT

FS
V

B
O

V

HTTP*
SMTP*

S/MIME*

RNIF
MIME*

RNIF
(ebMS*,Webｻｰﾋﾞｽ)

UDDI*

RN TPA
(ebXML CPPA*)

PIP
RNBD，RNTD

PIP

DUNS, GTIN
UNSPSC

（ebXML BPSS*）
（BPEL4WS*）

PIP

RN TPA
RosettaNetRosettaNet

ﾚｼﾞｽﾄﾘ・ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ

ECALGAECALGA（（JEITAJEITA））OAGISOAGIS

HTTPS*HTTP*通信プロトコル

ebMS*ebMS*セキュリティ

ebMS*RNIF*
ebMS*パッケージング

ebMS*RNIF*
ebMS*メッセージ搬送

ebXML CPPA*(ebXML CPPA*)技術合意書
サービス記述

ECALGA BD
ECALS

BOD
(ebXML CC*)データ項目定義

ECALGA BDBODビジネス文書
（標準メッセージ）

CII企業コード
ECALS企業・製品コード管理

ebXML BPSS*ebXML BPSS*ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ仕様記述

ECALGA 
CBC，BC

Integration
Scenarioビジネスプロセス定義

ECALGA TPA取引合意書

XMLテクノロジー部会技術マップ

代表的な業界B2B標準

赤色字：XMLベース標準 ＊：他の標準適用 （ ）：今後の計画 2004年3月時点
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呼称/日本語名/略称 英語名(Full Spell) 提案/開発/作成者
最新のバージョンと

ステータス
解説文章 関連する用語 詳細情報へのポインタ MAP

1 BCF
Business Collaboration
Framework

UN/CEFACT

BCFは，企業の社外との情報交換を行う企業活動のモデリング手法の概念であり，中核技術はUMMで構成されてい
る。BCFは，UML，UMM，及びこれらから生成されるBCM（Business Collaboration Model）で構成される概念である。
BCFは，日々のビジネスを的確に表現することを主眼にしたフレームワークであり，ビジネスプロセスを的確に表現
し，メッセージ搬送技術・リポジトリ技術などの技術とは切り離しているものである。
BCFの概念では，ビジネスプロセスの分析，構築を以下の4ステップのトップダウン方式で設計する。
①ビジネス要件定義：ビジネスエキスパートが，対象業務プロセスの抽出，ビジネス目的の定義，ステークホルダーと
ビジネス制約などのビジネス要件を定義する。
②ビジネスモデルの生成：モデリングエキスパートが，UMM技法を用いて，対象のビジネスプロセスをモデリングす
る。このステップでの成果（UMM，UMLベース）をBCM（Business Collaboration Model）と呼ぶ。
③ビジネスモデルの電子的記述：生成されたUMMベースのビジネスモデルのBCMを，コンピュータソフトウェアが処理
可能なシンタックスで記述する。BCSS（Business Collaboration Schema Specification）で記述することにより，当該ビ
ジネスモデルは，技術と実装（例：ebXMLとWebサービス）に中立に記述することができる。
④ビジネスモデルの実装：BCFの最後のステップであり，該当技術（EDI，ebXML，Webサービスなど）が適用されて実
装される。
（2003年9月にUN/CEFACT運営委員会が発表）

UMM
UML
BCSS

http://www.unbcf.org/
eビジネス国際標準と代表的業界B2B標準
トランザクション＆ワークフロー

2 BCSS
Business Collaboration Schema
Specification

UN/CEFACT

BCFの概念の一環で公表された一機能標準である。UMM技法で記述されたビジネスモデルBCM（Business
Collaboration Model）を，コンピュータソフトウェアが処理可能なシンタックスに記述する仕様である。
ビジネスモデルBCMを技術と実装に独立に記述する。技術と実装に独立に記述のシンタックスとしてASN.1（Abstract
Syntax Notation One）を利用する。
（2003年9月にUN/CEFACT運営委員会が発表）

BCF http://www.unbcf.org/
eビジネス国際標準と代表的業界B2B標準
トランザクション＆ワークフロー

3 BOD Business Object Document OAG
V8.1
（2003年2月）

XMLベースのビジネス文書とデータ項目を定義した仕様書。
V8.1では，430種のBOD（ビジネス文書）が開発・提供された。

OAGIS
Integration Scenario

http://www.openapplications.org/ eビジネス国際標準と代表的業界B2B標準

4 BOV Business Operational View Open edi Reference Model
ISO 14662
JIS X 7001

日本語で「事業運用ビュー」と呼ぶ。標準化レイヤーの上位に位置付けられ，ビジネス上の取決めの側面の標準を表
す。

FSV eビジネス国際標準と代表的業界B2B標準

5 BPEL4WS
Business Process Execution
Language for Web Services

IBM、Microsoft、BEAにより
2002年7月最初の提案が出
される。その後SAP、Siebel
の2社が加わりV1.1となる。

V1.1（Public Draft第2版）。
OASISのWSBPEL　TCにて
標準化活動中。

ビジネスプロセスの振る舞い(ワークフロー)を記述するXMLボキャブラリのセット。ビジネスプロセスを構成するアクティ
ビティはWebサービスのインタフェース(WSDL)によって記述される。また、構成されたビジネスプロセス自体もWebサー
ビスのインタフェースを持つ。BPEL4WSはIBMの「WSFL」とMicrosoftの「XLANG」を統合したもので、これらに置き換わ
る仕様である。

BPEL4WSは、実行可能なビジネスプロセスの定義、および抽象プロセスの記述をサポートしている。実行可能なビジ
ネスプロセスの定義とは、既存のWebサービスを組合わせて新規サービスを構築することであり、適当なエンジンによ
り実行可能である。抽象プロセスとは、複数の企業間で相手企業のWebサービスを利用する際の規約（ビジネスプロト
コル)を規定している。抽象プロセス記述ではそれぞれの企業内部の実装(内部的に使用しているWebサービスなど)
は外部(相手企業)からは隠蔽される。

http://dev2dev.bea.com/technologies/webs
ervices/BPEL4WS.jsp
http://www-
106.ibm.com/developerworks/webservices/l
ibrary/ws-bpel/
http://msdn.microsoft.com/library/default.a
sp?url=/library/en-
us/dnbiz2k2/html/bpel1-1.asp
http://ifr.sap.com/bpel4ws/http://www.sieb
el.com/bpel

eビジネス国際標準と代表的業界B2B標準
SOA、ＢＰＭ
トランザクション＆ワークフロー
ビジネスモデル

6 BPM Business Process Modeling
ビジネスプロセスの設計、分析、最適化、自動化を可能にすることにより、プロセスと人員の関係を管理し、社内およ
び社外のリソースを統合し、プロセス全体の進行を管理するという考え方およびそれを支援するシステム。

SOA、ＢＰＭ

7 BPML
Business Process Modeling
Language

BPMI(Business Process
Management Initiative)が
2001年3月ドラフトリリース

2002年8月V1.0

BPMIが公開しているビジネスプロセスのモデリングのための記述言語。多数のアプリケーション、事業部門、ビジネス
パートナーのコラボレーションやトランザクションといったビジネスプロセスを抽象化して、その実行モデルを規定する
ことができる。
XMLがビジネス・データのモデリング用のメタ言語であるように、BPMLもXMLのようなビジネスモデルデータのメタ言
語である。

http://www.bpmi.org/
SOA、ＢＰＭ
トランザクション＆ワークフロー

8 BPMN
Business Process Modeling
Notation

BPMI V1.0

BPMN（ビジネスプロセスモデル表記）の仕様は、BPD（ビジネス・プロセスダイアグラム）中にビジネス・プロセスを示
すためにグラフィカルな表現を提供します。
BPMNの仕様は、さらにBPMLとBPEL4WSを含むブロック構造化した
プロセスの実行言語の概念と、グラフィカル要素表記との結びつけを提供する。

http://www.bpmi.org/
SOA、ＢＰＭ
トランザクション＆ワークフロー

9 BPQL
Business Process Query
Language

BPMI
BPMIが仕様をまとめているビジネスプロセスのクエリ言語で、ビジネスプロセス管理システム（BPMS）の標準インター
フェイスを定義している。システム管理者はこれを使ってBPMSを管理できるようになる。また、ビジネスアナリストが、
ビジネスプロセスの実行状態を問い合わせることも可能とする。

http://www.bpmi.org/ SOA、ＢＰＭ

10 BTP Business Transaction Protocol
OASIS　 Business
Transactions TC

2002年5月OASISにてV1.0
承認

WebサービスやWebアプリケーション間で実施される複雑なトランザクション処理を管理する仕様。単一のトランザク
ションから、インターネット上の複数企業、複数システムにまたがったトランザクション(ビジネストランザクション)を管理
する仕組みを規定したもの。個別トランザクションの成否に応じた終了処理も実行できる。但し、トランザクション処理
の流れを規定する仕様は含まれない。
【参考】XMLコンソーシアム Webサービス技術解説：BTPによるトランザクション管理』
　（http://www.xmlconsortium.org/websv/kaisetsu/C16/main.html）

http://www.oasis-
open.org/committees/tc_home.php?wg_abbr
ev=business-transaction
http://www.xmlconsortium.org/websv/kaise
tsu/C16/main.html

トランザクション＆ワークフロー

XMLコンソーシアム テクノロジー部会 技術MAP補足用語集
【Webサービス技術マップ編】
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応用技術部会
Ｗｅｂサービス観光情報集配信サービス

代理店Webサイト

ポータル

全国の観光課

WebService

Webサービスのインターフェイス

に対応するだけでどのようなシ
ステムでも情報提供が可能

集配信サーバ
（観光協会）

桜開花情報

スキー
情報

WebService
WebService

WebService

メール通知

PDA

Web/Excelで入力

全国開花情報
全国スキー情報

PC
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実証実験参加企業の開発担当分野

日本ユニシス
(Office XP)
富士電機
(.NET)

日立ソフト
(Oracle9i ApplicationServer)

日本アイ・ビー・エム
（Websphere）
日進ソフトウェア

(.NET)

日本オラクル
(Oracle 9i)

日立
(Cosminexus)

ポータルサイト

集配信(仮想観光協会)
データエントリ
（仮想地方自治体）

富士通
(Interstage)

携帯端末

日本ユニシス
(.NET)

日本電気
(WebOTX、503i)

仮想旅行代理店営業所

PDA
ミノルタ、都築電気..

(Interstage、PocketPC、
Zaurus)

リポジトリ

PFUアクティブラボ

(Tomcat＋Aｘｉｓ)

カーナビ
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実証実験システム・モデル

データエントリ
（自治体）

集配信
（観光協会）

ポータル
サイト

リポジトリ

UDDI

WS１

WS４

WS２

WS３

施設情報
XML

16万件

WS1：自治体向け情報登
録Webサービス

WS1：自治体向け情報登
録Webサービス

WS3：登録ポータルサイト
情報検索Webサービス

WS3：登録ポータルサイト
情報検索Webサービス

WS4：観光情報検索
Webサービス

WS4：観光情報検索
Webサービス

WS2：最新観光情報受信
Webサービス

WS2：最新観光情報受信
Webサービス

季節情報
XML
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応用技術部会セキュリティＷＧ

活動実績と今年度の目標

� 今年度の目標
� 昨年度迄の成果を集大成として結集したデモシステ

ムを開発
・ XML Signature
・ XML Encryption
・ SAML

2001年度 2002年度 2003年度

XKMSを使った

電子署名システム
XML暗号による部分暗号と
SAMLによるSSOの実現

SAML
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実装目標

� コミュニティメンバ同士
で権限委譲

日本代表応援
ネットコミュニティ

チケットサイト

決済会社サイト
請求書

請求書

請求書

<権限委譲情報>
発行者名： 坂田
対象者 ： 下田
権限 ： サッカーチケット購入
利用制限：1000円まで、決済機能付

署名

SAML拡張
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�VoiceXML部会

日本語訳版の作成

VoiceXML1.0
利用ガイドライン

→一部、VoiceXML 2.0仕様に採用

VoiceXML UIの研究

音声ポータル実証実験

実験デモシステム開発

NET＆COM出展体験、コメント収集

→VoiceXML 3.0への提案予定

部会活動の成果－技術系部会②
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音声ポータル実証実験に至る経緯

� 音声ポータル普及のための課題検討

� ユーザインタフェース（UI）に問題あり

� 開発者に音声インタフェース固有のノウハウがない

� 開発者支援の第１ステップ

� 音声UI知見の蓄積

� 「音声ポータルの簡易評価方法」の検討

� 「音声UI上の典型的問題点」の抽出・整理

� 第２ステップ：蓄積したUI知見の実践的検証

� 実証実験

＋
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音声ポータル実証実験の概要

� 活動内容

� 電話を使った資料検索請求サービス等の実験アプリ
ケーションを構築

� 参加企業が3チームに分かれて、共同開発

� 実験企画チーム・コンテンツ作成チーム・技術検討
チーム

� 活動を３つのターンで分けて、それぞれでユーザテスト
等により評価・改善

� 参加企業

� MITシステム研究所、沖電気工業、しーこむ、都築ソフ
トウェア、トッパン・フォームズ、日本テレコム、日立製
作所、富士通、富士通研究所（50音順） 計9社
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音声ポータル実証実験
スケジュール

 期間03/11～04/04（６ヶ月間）

 ３つのターンに区切って実施

03/9 03/10 03/11 03/12 04/1 04/2 04/3 04/4 04/503/8

ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ開発設計 分析ターン１

試用・改良設計 分析ターン２

評価設計 分析ターン３

全体計画・設計 実験実施 まとめ

▲Net&Com
2004
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音声ポータル実証実験
システム構成

電話網

INTERNET

VoiceXML
CGI
DB

音声合成

音声認識

音声プラットフォーム
ボイスブラウザ

コンテンツサーバ
WWWサーバ

ＷWWサーバ

通常のWebアクセス

音声を使った
Webアクセス

HTML

Voic
eXML

VoiceXML
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VoiceXML部の実装方法

� －執筆中
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部会活動の成果－ 標準化部会①
ContractXML： ビジネスで必要な電話番号や住所など、連絡先
記述に必要な情報を標準的に記述。XMLコンソーシアム独自開

発

２００２．１０．０１ Ｖ１．１ 勧告発表

２００３．０４．１８ Ｖ１．１ａ公開

ContentsBusinessXML：コンテンツの配信許諾および利用許諾

取引のための標準仕様化、デジタル・コンテンツ協会との共同開
発。目的は、コンテンツ取引のための著作権事務処理の効率化、
円滑化による流通市場の拡大

２００３．０５．２６ 勧告案公開

２００３．０９．２９ 勧告発表
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部会活動の成果-標準化部会②

 ＴｒａｖｅｌＸＭＬ：旅行業界における電子商取引の標準仕様化

 日本旅行業協会との共同開発

 目的：

 国内外の宿泊施設、ツアーオペレター、旅行業者などを

 リアルタイムに結び

 ・業界全体のシステムの効率化による業務スピードの向上

 ・コストダウン

 ・お客様へのサービス向上
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TravelXML

 フェーズ１：

 ①海外ホテル／ツアーオペレターへの手配データ提供仕様

 ②国内旅館･ホテルとの在庫照会･予約に付随する手配データ

 提供使用

 ③パッケージツアーの在庫照会、予約に付随する通知類仕様

 ２００３．０２．０５ 日本旅行業協会との共同開発を発表

 ２００３．０９．２４ １．０勧告案の公開

 ２００３．０９．２８ １．０勧告、１．１勧告案公開

 ２００４．０５．２０ １．１．１勧告
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TravelXML実証実験デモ構成①
-日本国内旅行取引

旅行会社、
ホールセラー、
ホテル・旅館
３者間の取引を想定

東京
大阪

東京出発または
大阪出発の
北海道旅行を想定

北海道

26

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

ＴｒａｖｅｌＸＭＬ実証実験デモ構成②

企画商品

お客様

旅行会社
（ホールセラー）

宿泊施設

販売委託

パンフレット

在庫取引

販売

旅行会社（リテーラー）

交通機関
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Ｗｅｂサービスの配置構成

旅行会社Web
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

（Webサービス

クライアント）

ホールセラー用
Webサービス

z予約連絡
z変更連絡
z取消連絡
z在庫増室要求

旅行会社用
Webサービス

z施設情報照会

旅行会社用
Webサービス

z予約要求
z予約内容照会
z変更連絡
z取消連絡
z企画商品照会

ホテル・旅館用
Webサービス

z在庫増室要求
z在庫減室要求

Travel
XML

Travel
XML

Travel
XML

XML

UDDI

リテラー ホールセラー ホテル・旅館
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デモの想定

４日間の休暇が取れた、家族旅行に行こう!

� 疲れた心と体を癒す旅がしたいな

� やっぱり美味しい物も食べたい

� 同じ内容ならもちろん安い方が料金が良い

� 面倒な予約手続きは自分でやりたくない

なんて思いながら駅の旅行会社で探したら…
ぴったりのパッケージ旅行商品があった～。
さっそく予約しよう!

予約する旅行は
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TravelXML実証実験の意義①

�TravelXMLとWebサービス技術を利用した旅行業界に

おける新しい電子商取引のモデルを構築

業界全体の効率化

利用者サービスの向上

�TravelXMLをWebサービス上に実装するビジネスモデ

ルの有効性を検証

�実装経験の蓄積、成果物の公開

TravelXMLを実装するWebサービスシステム構築のための

設計指針、ノウハウ、基礎データのとりまとめと一般公開
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TravelXML実証実験の意義②

� Webサービスを用いた情報登録・検索ではなく予約登
録のような更新系サービスでの検証を実施。

� 電子商取引にWebサービス技術を適用する場合のセ
キュリティの確保について、ビジネスシナリオをベース
に技術的検証を実施

� 複数ベンダー（15社）のWebサービスプラットフォーム
を用い、インターネット環境での相互接続性を検証

31

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

WebサービスWG活動経歴

活動時期
2001/06 2002/02 2002/06

活
動
内
容

四則演算Webサービス
実装

ナレッジWebサービス
実装

NewsMLを活用した
ニュース検索Webサービスの

実装

Webサービスを

体感したいWebサービスを

体感したい

本格的なWebサービスを

実装
本格的なWebサービスを

実装

実ビジネスを想定した

Webサービスを実装

実ビジネスを想定した

Webサービスを実装

XMLコンソーシアムDay
(2001年11月22日）

XMLコンソーシアムDay
(2002年2月6日）

XMLコンソーシアムWeek
(2002年6月13日)

TravelXMLを活用した
旅行商品取引Webサービス

実証実験

WebサービスWG
発足

2004/05

XMLコンソーシアムWeek
(2003年5月29日)

2003/05

日本観光協会
Webサービス実証

実験参加

XMLコンソーシアムWeek
(2004年5月20日)
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Source：Gartner Strategic Analysis Report
「アプリケーション統合とプラットフォーム・ミドルウェアのハイプ・サイクル (2003年)」 December 26, 2003, GJ04306

ＸＭＬ,Ｗｅｂサービスの現状①
アプリケーション統合とプラットフォーム・ミドルウェアの

ハイプ・サイクル（2003年）
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Source：Gartner Strategic Analysis Report 「Webサービスのハイプ・サイクル (2003年)」 December 26, 2003, GJ04305

ＸＭＬ，Ｗｅｂサービスの現状②

Webサービスのハイプ・サイクル（2003年）
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© XML Consortium 出典：『第2回 ＠IT自分戦略研究所 読者調査』 2003年7月、N=512
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Visual Basic

データベース
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Object指向
分析設計
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Linux管理
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MainstreamMainstreamEmergingEmerging
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XMLWebサービス開発

35

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

1.2 0.4 1.2 0.2 0.4

14.8

1

4.7
7.4 6.8

15.4

4.3

10.5

3.1
4.7

19.5
16

27.3

0.2 0.4
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

CI
W

Co
m

pT
IA

認
定

資
格 LP

I
PM

CC
 P

2M
資

格

PM
I P

M
P

SA
IR

 L
in

ux
 a

nd
 G

NU

SE
A/

J情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ技

術
認

定
UM

L技
術

者
認

定

OM
G認

定
UM

L技
術

者
資

格

XM
Lマ

ス
タ

ー

複
数
回
答

（
％

）

現在取得済み資格 今後取得を目指す資格

新しい資格取得状況：
ベンダーニュートラル資格

¾現在もっとも取得されているベンダーニュートラル資格は、「UML技術者認定（オージス総研／UMLモデリング推
進協議会）」。一方、今後取得を目指す資格では、「XMLマスター」の取得意向が他をリードしている。

¾あなたが「1.すでに取得済みの資格」「2.今後取得を目指している資格」を、それぞれいくつでもお選びください。

出典：『第2回 ＠IT自分戦略研究所 読者調査』 2003年7月、N=512

�－技術としての現状は？
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ＸＭＬ、Ｗｅｂサービスの現状－技術

� 技術としての現状（参照：ガトナーのハイプサイグル2003年5月）

 XML： 安定した生産期。

 Webサービス:
 －基本的なWebサービス（社内アプリの統合）幻滅期を脱し、普及期へ

 －高度なWebサービス（任意に取引相手との統合）未だ過剰な喧伝の最中

� エンジニアにとってのＸＭＬの魅力度、習得対象に関するデータ

 （参照：＠IT自分戦略研究所読者調査）

 －XMLやWebサービスは、Linux／オブジェクト指向分析設計などと並んで、

 “Emerging”（まだ習得者は少ないが、今後注目が高い）領域に位置付けられる。
－今後取得を目指す資格では、「XMLマスター」の取得意向が他をリードしている。
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ＸＭＬ、Ｗｅｂサービスの現状－普及状況

� ＩＤＣ ２００３年３月２５日付けプレスリリース：
Wｅｂサービスの導入率は ４．３％

� 日経ＭＡ ２００３年４月２５日： Webサービスの利用率は１３．８％

� @ＩＴ読者アンケートでは？

� ＸＭＬコンソーシアム会員アンケートでは？

� 「米国での導入利用率は４０％との報告」2003/08
米アクセンチュア技術責任者

ビジネス、情報化社会におけるインターネットの重要性が増加

→XML, Webサービスの重要性が急激に増加

→ビジネスの基盤技術として認知度向上

→情報化社会の基盤技術として認知度向上
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© XML Consortium

 ＸＭＬ,Ｗｅｂサービスの現状総括

ビジネス、情報化社会におけるインターネットの重要性が増し、XML, 
Webサービスの重要性が急激に増加している。

主要ＩＴベンダーがこぞって推進している！！
ＸＭＬ、Webサービスはビジネスを、情報化社会を支える基盤技術、

標準技術だ！
ｖｓ

使うと何がどう良いの？
今までとどう違うの？

陣営間の仕様競争は標準化の障壁？

Interoperabilityは？

有用性の訴求が急務

XMLコンソーシアム、活動終了などと言っていられない！！

39

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

ＸＭＬコンソーシアム今後の活動①

�新しい活動テーマ： SOAを標榜

�活動目的

 XML, Webサービス，SOA関連の普及啓蒙

 アプリケーション開発およびシステム構築の推進

 XMLボキャブリラーの標準化支援

�新しい活動内容

 XML, Webサービス、SOAのビジネスおよび社会基盤

 に対する有用性の研究、検証、訴求
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ＸＭＬコンソーシアム今後の活動②

�新設部会
 ＳＯＡ部会

 ビジネス・イノベーション研究部会

 ユビキタス･組み込み系部会

�重点施策
 ビジネス・オリエンティッドな普及活動
 ユーザー向けの啓蒙活動
 ユーザーシンポジウム
 ユーザーのための勉強会

 グローバルな標準化団体に対する日本発標準仕様の提案
 他団体との連携強化
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ご案内

� 第4回総会

 日時： 6月11日（金）14時－18時
 会場： 東京コンファレンスセンター品川

 終了後、懇親会開催

� 部会活動紹介セミナー

 日時： 6月28日（月），7月1日（木）

 会場： 日本ＩＢＭ 箱崎事業所

� 定例セミナー

 日時： 7月14日（水）

 会場： 日立ソフト本社（臨海線）

 詳細： http://www.xmlconsortium.org/
42

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

XM
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

XMLコンソーシアム新組織図

総 会

監 事

事 務 局

理 事 会

運営委員会
情報収集発信
渉外
セミナー・イベント企画
広報
運用規則

標準化推進委員会

ＳＯＡ部会

ビ ジ ネ ス ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン
研究部会

TravelXML標準化部会
標準化作成
普及・啓蒙

顧 問

セキュリティ部会

Ｗｅｂサービス実証部会

ContactＸＭＬ部会
ＩＰＡＣＴContents利用情報標準化部会

事務とりまとめ
標準作成
標準普及

（２００４年６月１１日 第４回ＸＭＬコンソーシアム総会承認）

メタデータ活用部会
コンテンツ連携
NewsML
メタデータ企画調査・利用検討

XML‐DB
複合コンテンツ

ユビキタス･組み込み系部会

＜追加スライド＞
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